
大阪シティ信用金庫協賛大阪府ウオーキング協会主催

大阪ウオーキング2026
８月 曜 行事名 距離 最寄り駅・集合場所 集合時間 解散場所

９日 日 大阪環状線  駅からウオーク
今も賑わう！天神橋商店街を目指して歩く ７km JR 福島駅 9:45 JR 大阪

天満宮駅

19日 水 なにわの歴史の道をたずねて ７km JR 森ノ宮駅
森之宮公園 9:45 JR

天王寺駅

22日 土 貯木場と南港遊歩道を歩く ７km 大阪メトロ 住之江公園駅
住之江公園 9:45 大阪メトロ フェリ

ーターミナル駅

23日 日 平野郷・13口地蔵とおもしろ博物館めぐり ７km JR 加美駅 9:45 JR 平野駅

30日 日 めんそーれ 大阪の沖縄へ
島唄が聴こえてくる 大正区ロマンウオーク 10km JR 大正駅

大正橋公園 8:45 JR 大正駅

※参加費500円　事前お申し込み不要です。会場へ直接お越しください

今月のおすすめウォーキング

おおさか文化遺産めぐり その 223

伝統工芸品「大阪金剛簾」など
簾に関わるさまざまな資料を収集・展示

１ �館内の様子。天井はインテリア用の簾で飾られている
２「型抜き簾」の技法で装飾された「大阪金剛簾」の文字
３ 同館がシンボルとしている格調高い御簾
４ �青海波の模様で装飾された簾。江戸時代の駕籠（か

ご）に使用されていた
５ 簾の種類や機械を紹介
６ ７ 左から「韓国簾」「中国簾」

すだれ資料館
〒586-0086 河内長野市天野町1014-1
TEL：0721-53-1336　入館無料

［開館時間］月〜金　10:00-16:00
事前予約制（HPの予約フォームもしくはお電話にて）

［アクセス］近鉄・南海河内長野駅か
らバス③番乗り場から南海バス（425
系統 旭ヶ丘行き天野山経由）天野山
バス停下車徒歩１分
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菰桁（こもげた）と呼ばれる古来の道具で織り上げられた「亀甲簾」

中
国・前
漢
時
代
の
書
物
に

日
本
で
は
万
葉
集
に
登
場

　

簾
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、

中
国
の
書
物
で
、
紀
元
前
の
前
漢

時
代
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、

朝
鮮
半
島
に
も
伝
わ
り
、
日
本
で

は
７
世
紀
、
奈
良
時
代
の『
万
葉

集
』で
額ぬ

か
た
の
お
お
き
み

田
王
が
恋
の
歌
の
中
に

「
簾
」
を
詠
ん
だ
の
が
最
初
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
中
期
以

降
は
、
絵
巻
物
の
中
で
寝
殿
造
り

の
重
要
な
調
度
品
と
し
て
た
び
た

び
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

簾
は
部
屋
の
仕
切
り
と
し
て
の

役
割
だ
け
で
な
く
、
御み

す簾
と
し
て

神
と
人
と
の
境
界
や
、
身
分
の
高

い
人
と
庶
民
を
隔
て
る
道
具
と
し

て
も
用
い
ら
れ
、
神
社
仏
閣
や
貴

族
の
住
ま
い
に
浸
透
し
て
い
き
ま

し
た
。
や
が
て
日
よ
け
な
ど
の
用

途
で
も
庶
民
の
暮
ら
し
に
広
く
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

簾
の
材
料
に
は
竹
や
木
、
葦
な

ど
の
植
物
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
野

原
な
ど
で
繁
殖
す
る
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
乾
燥
さ
せ
て
作
っ

た
珍
し
い
簾
も
あ
り
ま
す
。
主
な

素
材
で
あ
る
竹
か
ら
竹
ひ
ご
を
量

産
で
き
る
機
械
が
登
場
し
、
大
量

年
間
自
然
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
用

し
ま
す
。
現
在
で
も
全
工
程
の
６

〜
７
割
が
手
作
業
で
、
一
般
的
な

大
き
さ
の
製
品
で
も
完
成
ま
で
に

約
１
カ
月
を
要
し
ま
す
。

絵
画
や
掛
け
軸
の
よ
う
な
簾
も

　

館
内
に
は
芸
術
作
品
の
よ
う
な

簾
が
並
び
ま
す
。
材
料
に
カ
ラ
フ

ル
な
羊
毛
を
巻
き
付
け
て
図
柄
を

生
産
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
大
正

時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
で
し
た
。

金
剛
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や
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城
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の

真
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た
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金
剛
簾

　

江
戸
時
代
前
期
、
現
在
の
富
田

林
市
に
流
れ
つ
い
た
武
士
が
竹
細

工
の
技
術
を
村
人
に
教
え
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
地
で
竹
か
ご
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
を
流
れ
る

石
川
流
域
で
は
良
質
の
真
竹
が
採

れ
、
や
が
て
簾
も
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

１
９
６
０
年
頃
に
簾
の
生
産
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
河

内
長
野
市
や
富
田
林
市
な
ど
で
生

産
さ
れ
る
簾
は「
金
剛
簾
」
と
し

て
１
９
８
５
年
に
大
阪
府
か
ら

「
大
阪
の
伝
統
工
芸
品
」
に
指
定

さ
れ
、
１
９
９
６
年
に
は「
大
阪

金
剛
簾
」と
し
て
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
金
剛
簾
は
、
金
剛
山
や
葛

城
山
系
に
生
え
る
青
竹
を
使
っ
た
、

優
雅
で
格
調
高
い
簾
で
す
。
真
竹

は
ま
っ
す
ぐ
に
成
長
す
る
よ
う
に

管
理
さ
れ
た
竹
林
で
育
て
、
水
分

が
最
も
少
な
い
10
月
か
ら
翌
２
月

に
か
け
て
伐
採
し
、
さ
ら
に
約
１

表
現
し
た「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の

簾
」（
表
紙
写
真
）は
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
思
わ
せ
る
仕
上
が
り
が
特
徴

で
、
掛
け
軸
の
よ
う
な「
中
国
簾
」

は
、
竹
ひ
ご
に
多
数
の
絹
糸
を
巻

い
て
織
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
縁

起
の
よ
い
文
字
を
描
い
た「
韓
国

簾
」、
素
材
を
薄
く
切
り
抜
き
、
江

戸
時
代
に
は
油
や
酒
、
醤
油
な
ど

店
の
看
板
と
し
て
も
使
わ
れ
た

「
型
抜
き
簾
」も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
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簾製作に関わる道具や機械、歴史的
価値の高い国内外の簾など、数多く
の資料を集めたのが河内長野市にあ
る「すだれ資料館」です。国の伝統
的工芸品「大阪金剛簾」についても
紹介しています。

特集

す
だ
れ
資
料
館

８月のコースから
一部をご紹介します

2026.8　せんだぎ　0405　2026.8　せんだぎ


